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部門 改修 建物種別 建築物（非住宅・中小規模建築部門）

建物名称 北電興業ビル 所在地 北海道札幌市

用途 事務所 延床面積 6,311 ㎡

設計者 北電興業株式会社 施工者 未定

事業期間 平成23年度

参考図

概評

開口部の更新、冷涼気候を活かした自然換気システム、中央熱源空調から高効率個別熱源空調へ
の更新など、北海道の地域特性に配慮した省CO2改修に取り組んでおり、道内中規模事務所への波

及性、普及性に期待できる試みとして評価した。省CO2投資を推進するため、道内の関係団体と連携

して国内クレジット制度を活用する点についても、地域に波及する取り組みとして評価できる。

北電興業ビルにおける
既築中小規模事務所ビル省CO2推進事業 北電興業株式会社

事業
概要

提案
概要

札幌市に所在するビルにおいて、「寒冷地の既築中小規模事務所ビルにおける省CO2化のモデル事

業とする」ことをコンセプトに、熱負荷抑制手法やシステム効率化手法、マネジメント手法を総合的に
導入するとともに、自然エネルギーとして寒冷地の冷涼な気候を活用する手法を導入することで、CO2

排出量原単位を道内事務所ビル平均より約50%下回る水準とすることを目指す。

  
 
・社内省エネ協議会を設立 
・インハウスでのレトロコミッシ
ョニング模擬実施 

・ＥＳＣＯ事業実績に基づき広範
な省ＣＯ２手法から当ビルに適
した手法を採用 

・簡易に HASP/ACLD 、BECS に
準じたシミュレーションが可能
な汎用ソフト「ＥＳＵＭ」の活
用により、計算の汎用性と計算
結果の信頼性を確保 

 

寒冷地に適した総合的なハード面手法 

診断と設計手法 

 
 
 
■省ＣＯ２推進マネジメントシステムの構築 
・ＳＢＣ中小ビルモデルを活用した簡易ＢＥＭＳの導入 
・インハウスでの継続コミッショニング模擬実施を通じた、 
室内環境と省ＣＯ２の改善活動 

・運用改善の汎用性・実現性を高めるツールとしてＥＳＵＭを活用 
・個人端末やロビーディスプレイを通じてテナントユーザーを含むビル内関係者全体

に室内外環境とエネルギー消費の状況を“見せる化”し、省ＣＯ２行動を推進 

省ＣＯ２ライフスタイルに誘導するソフト面手法 

 
 
 
・初期費用や単純回収年を重視する

と省ＣＯ２投資が進みにくい 
 
・光熱費削減に加え改修に伴う既設

運転維持費の削減やＣＯ２クレジ
ット売却益も考慮した１５年間
でのキャッシュフローでメリッ
トを評価 

 

省ＣＯ２投資の推進  
 
・小口ＣＯ２クレジット案件の取引を推

進する地域の取組みとの連携 
 
・道内事務所ビルにおける国内クレジッ

ト案件第１号を目指す。 
 
・他類似施設案件へ情報発信 
・ＥＳＣＯ事業者の強みを活かした他類

似施設への展開 

省ＣＯ２化地域波及へ 
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■設備システム高効率化 
・高効率個別冷暖房空調システムに更新 
・適材適所の省エネ照明システムの導入 
→Ｈｆ照明及びＬＥＤ照明への更新 
→人感・照度センサによる照明制御の導入 

・LED 誘導灯への更新 

■寒冷地特有の自然エネルギー活用
・冷涼気候を活かした省ＣＯ２行動誘発自然換気シ
ステムの導入 

■寒冷地で効果の高い熱負荷の抑制
・Ｌｏｗ－Ｅ複層窓ガラスへの更新 
・ＣＯ２濃度による外気導入量制御の導入


